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１８５9回　１２：３０点鐘　名鉄菜館�次回９月２日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／ホテル御殿場館�

開 会 点 鐘／12:30�

国 歌 斉 唱�

ロータリーソング／四つのテスト�

内　　　容／新会員卓話�
　　　　　　　　　　　豊山　篤君�

　会 員 慶 事�

誕 生 日�

★9月 1日　臼井良太君�

★9月 1日　渋谷　一君�

夫人誕生日�

★8月31日　小野篤之君 ご夫人 茂　子様 �

★8月31日　土屋闊正君 ご夫人 卓栄子様 

  　早くも８月も半ばを過ぎました。さる１２日の夜開催されました、斎藤　保君と渡

辺剛康君両君の市・町政功労者表彰受賞の祝賀会には大勢のクラブメンバーのご出席、

大変ご苦労様でした。       �

　両君には、まだまだのご活躍をお願い申し上げます。また、１５日は今年で２４年目

になる「富士山一斉清掃」は２年続きの雨天中止で本年度メンバーへの、記念品の

ゴルフキャップでの集合記念撮影ができませんで残念でした。       �

　日本列島は、青森の「ねぶた祭り」に始まる東北の四大祭りをはじめ、各地の夏祭り、花火大会と暑

い夏を楽しむ行事が展開されております。伝統を受け継ぐ心意気、猛暑の中生活に彩りを添える工夫、

エネルギーには素晴らしいものがあります。今年も熱く第８６回全国高校野球選手権大会が開催されてい

ます。例年の高校球児の晴れ舞台の活躍に加えて、４年に一度のオリンピックが１０８年振りにギリシャ

はアテネで開催されております。アテネ五輪の日本勢の活躍で、特に静岡県代表選手１２名の中の小山町

出身の杉山祥子選手の感動がいっぱいで寝不足ぎみです。       �

　この大会のエネルギーも私どもに大きな活力を与えてくれるのではないでしょうか。       



卓　　話�

会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ５１名� ８６.４４％� １００％�
●欠席者（8名）�
　梶原一正君・神谷高義君・勝間田豪亮君・大森清治君・斉藤礼志君�
　高村繁男君・豊山　篤君・渡邊俊彦君 �

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

8月19日の出席報告�

8月5日のメーキャップ� 7名�

第2620地区�

●御殿場市市政・小山町町政功労者表彰受
　賞パーティーを開催して頂きまして誠に
　ありがとうございました。�
　　　　　　　　　斎藤保君・渡辺剛康君       �
●８月２０日～２３日の間、済州島への少年サッ
　カー交流遠征を行いますが、林　準さん・
　勝又英男さん・戸栗太平君・勝又　洋君
　に大変お世話になります。　勝又敏雄君
●２週間連続で川崎と山中湖でメーキャッ
　プして来ました。米国・韓国のビジターの
　方々や元内閣府の方と話ができ有意義
　なメーキャップでした。　狩野住夫君       

勝又重春君　7月25日　米山委員会�

豊山　篤君　8月 4日　長　泉�

狩野住夫君　8月 6日　川崎麻生�

大森清治君　8月10日　沼津北�

臼井良太君　8月13日　裾　野�

長田吉弘君　8月15日　富士山�

山崎伊久雄君　8月18日　長　泉�

8月19日のスマイル�

身近な防災について�
富士常葉大学教授　重川希志依様�

　富士常葉大学で、日本で初の

環境防災学部が設置され「防災マ

ネージメント」「環境マネージメ

ント」「環境復元」「環境防災テク

ノロジー」等を研究しながら教

鞭をとっています。       �

　また、阪神・淡路大震災の現地調査を現在も続け、

都市防災や防災ボランティアのあり方等を検証し

ています。       �

　災害において「命を守る」ことは、自分は当然の

ことですが他人の「命」も守ることが最も重要です。      �

　例を「地震」において検証して見ると�

「いのちを守るために」   �

地震の揺れから「いのちを守る」       �

津波から「いのちを守る」       �

火災から「いのちを守る」       �

　「揺れ」からいのちを守る。⇒揺れている間に「死

なない」「怪我をしない」       �

　阪神・淡路大震災の結果から、危険な場所の第

１位は、早朝ということもあって「自宅」でした。

死者の９割がわが家で発生しています。人の一生

では「自宅」で過ごす時間が一番長いです。地下街

や高層ビル・地下鉄ではさほど大きな被害は出ま

せんでした。住宅の耐震性の向上が必要です。そ

して、「揺れ」が収まった直後の対応が重要です。

　阪神・淡路大震災の時は、数万人の生き埋め者

を救ったのは地域のコミュニケーションでした。

その時、その場にいた人達によって、多くの人が

救い出されました。まず、自分と家族の安全を確

保したなら、次は「向う三軒両隣」の精神です。救

援を待っていても、いつ来るか分かりません。そ

れであるなら、常日頃から地域コミュニティとの

関係を築いておくことです。もし自分が閉じ込め

られたら、頼りになるのは隣人しかいません。今は、

地域社会の結びつきが乏しく、いざ災害が起きた

時に困ることになります。災害は、一生に一度遭

うかどうかの特殊な事態です。だからこそ、平時

から取り組んでおく事項は山のようにあることを知っ

ていなければなりません。       


